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持続可能なインパク

トを生み出そう

第 3082 例会

Rotary
Toyonaka

✑会長の時間✑

「ご報告」

2026-27 年度 会長 武枝敏之

第一回理事会で本年の活動について何点かの活動について話し合いました。

大阪中之島ロータリークラブとのＧＧ実施後の現地調査について、小寺国際奉仕委員長にタイ国に訪問し

ていただくこと、更に次回ＧＧについては、６月２２日に横田幹事とともに中之島ロータリークラブの宗

森厚樹会長以下３名の方と打ち合わせを行いました。クラブ内の事情で豊中ロータリーの協賛でシーロム

ロータリークラブと実施してほしいとの要請があったことにについて、報告を行いました。その件に関し

て中之島ＲＣの意向に沿う形で進むことを決定しました。

第２点は、社会奉仕委員会より提案のあった地区補助金を使ったＡＩによる健康システムを１０月の市

民健康展で利用することの報告があり当日クラブ員の方に出向していただくことを決定しました。

その他、例会の何回かは夜間例会を実施することも決定しました。会員間の親睦向上や夜間しか出席で

きない会員のための出席率向上につながることなどのメリットがあると思われます。又クラブ員以外の方

を招き新会員の入会につながることにもなると思われます

松本悟直前会長や藤田充男直前幹事が前期にしていただいた他団体との交流も今期も実行したいと考

え、今月１５日に豊中南ＲＣ和田会長と豊中千里ＲＣ山内会長の３名で長内繁樹市長への表敬訪問をしま

した。ＲＣのさらなる理解をふかめていただけたとおもわれました また豊中市は本年が市制９０周年の

年に当たり１０月１７日には記念式典・記念イベントの周年事業も予定されており３ＲＣの協力もしてほ

しいと要請がありました

令和 8 年 7 月 28 日

次回（8 月 4 日）のプログラム      
「国際卓越研究大学無き後の大学改革」

卓話担当：近藤 忠

本日（7 月  28 日）のプログラム

「新年度運営方針」

職業奉仕委員長 都井正剛

社会奉仕委員長 古澤伸之

国際奉仕委員長 小寺潤一

青少年奉仕委員長 矢吹嘉孝



                                                                                                                     

☆出席報告☆

                            

   第3081回 第3078回
例 会 日  7 月 7 日 6 月 9 日

① 会員数 A 26 27
  （内出席免除者） 6 6
② 出席義務者数 20 21
③ 出席義務者出席数 12 12
④ 出席免除者出席数 1 2
⑤ メイクアップ数 2
⑥ 出席義務者欠席数   8 9
出席率 % 61.90％ 69.57％
出席率（3081回）③+④／②+④出席率（3078回）③+④+⑤／②+④

   

✑ 掲 示 板 ✑

・四大奉仕委員長新年度運営方針

日 時：2026 年 7 月 28 日（火） 本日例会時

場 所：ホテルアイボリー1F かやの間

※職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・青少年奉仕各委員長

・2026－27 年度第 2 回定例理事会開催

日 時：2026 年 8 月 4 日（火） 本日例会終了後

場 所：ホテルアイボリー1F かやの間

・青少年奉仕合同委員長会議

日 時：2026 年 8 月 29 日（土）

場 所：大阪 YMCA

✑幹 事 報 告✑

・国際ロータリー第 2660 地区より

「危機管理関連資料」が届きました。

「2026-27 年度 地区補助金口座情報連絡のお願い」が届

きました。

「地区内ロータリークラブ、衛星クラブ、RAC のクラブ

ID 一覧表」が届きました。

「【クラブサポートミーティング】目標サポートシステ

ム入力へのご協力のお願い」が届きました。

「大阪イブニング RC 解散通知」が届きました。

「世界ポリオディのイベント開催ならびにストーリーテ

リングキャンペーンご参加のお願い」が届きました。

・箕面 EC より

「メイクアップ交流会のご案内」が届きました。

・豊中市環境部 ゼロカーボンシティ推進課より

「とよなか市民環境会議総会の書面開催について」が届き

ました。

7 月 7 日のニコニコ

・武枝会長おめでとうございます
大阪グローバル RC   岡本忠志様
大阪心斎橋 RC     冨川和將様
元水都 RC       岡島裕樹様
大阪北 RC       丸山雅祥様
池田 RC        林原みどり様
池田 RC        柴田宜孟様

・今年一年宜しくお願い致します
   村司、横田、武枝、眞下各会員

・大勢のご訪問有難うございました。
              武枝会員
・誕生日祝いを頂いて   松本会員
・家内の誕生日祝いを頂いて 松本会員
・入会記念日祝いを頂いて
松山、松尾、宮田、松本各会員

・創立記念日おめでとうございます。
              古澤会員
・ニコニコクイズ一位でした 宮田会員
・ニコニコクイズ三位でした 武枝会員
・ニコニコクイズ四位でした 矢野会員
・欠席のお詫び   松山、田畑各会員
・写真を頂いて   松山、松尾各会員

本日の唱歌

日も風も星も

作詞：楠本憲吉 作曲：古関裕而

1. さわやかな朝だ
われらはロータリアン
いつもほほえみ いつも元気で
さあ出かけよう
日も風も星も ららら光よ

2. ほがらかな昼だ
われらはロータリアン
みんな楽しく みんな胸張り
さあ語り合おう
日も風も星も ららら光よ

3. みちたりた夜だ
われらはロータリアン
今日は奉仕を 明日も奉仕を
さあ夢見よう
日も風も星も ららら光よ

唱歌担当：会員全員



✑7 月 7 日の卓話✑

「新年度運営方針」

2026－27 年度 豊中 RC 会長 武枝敏之

本年度、豊中ロータリークラブは、2029 年に迎える創立 70 周年に向けた大切な基盤づくりの一年と位

置づけ、「つなぐ力で未来へ」をテーマに活動してまいります。70 年という歴史は、先輩諸氏が長年に

わたり築き上げてこられた奉仕の積み重ねであり、地域社会からの信頼の証でもあります。その伝統を

大切に受け継ぎながら、次の時代へ向けて新たな歩みを進めていくことが、本年度の大きな使命である

と考えております。

また、クラブの未来を考える上で、会員増強は極めて重要な課題です。豊中ロータリークラブの魅力を

広く発信し、新たな仲間を迎え入れる努力を進めてまいります。特に若い世代や女性経営者、地域で活

躍される多様な人材との接点を増やし、時代に合った開かれたクラブづくりを推進してまいります。同

時に、入会された方が安心して活動できる環境を整え、「入って終わり」ではなく、「長く共に歩める

クラブ」を目指します。具体的には、地区の助言とご指導で衛星クラブの創立を目指します。

さらに、本年度も引き続き豊中ロータリークラブの親クラブである池田ロータリークラブや豊中市内の

ＲＣとの交流と連携を積極的に進めてまいります。同じ地域で活動するクラブ同士が互いに学び合い、

協力し合うことで、地域への奉仕はより大きな力となります。合同例会や共同奉仕事業、情報交換など

を通じて横のつながりを深め、「オール豊中」の意識を育ててまいりたいと考えております。

国際奉仕の分野では、留学生支援やＧＧを引き続き実施します。異なる文化や価値観を持つ人たちとの

交流は、私たち自身にとっても大きな学びとなります。支援する側・される側という関係ではなく、人

と人との友情を育みながら、国際理解と相互尊重の輪を広げていきたいと思います。豊中から世界へつ

ながる小さな架け橋を築くことも、ロータリーの大切な使命であります。グローバルグラントでは、大

阪中之島ロータリークラブとの共同事業も推進したいと考えております。

70 周年は単なる記念の年ではなく、次の 10 年、20 年へ向けた新たな出発点です。本年度はその準備期

間として、クラブの歴史を振り返りながら、未来への方向性を考える機会にしたいと考えております。

伝統を守るだけでなく、新しい発想や時代の変化も柔軟に取り入れながら、より魅力と活力にあふれる

クラブへ成長していきたいと思います。

そのためには、会員一人ひとりの力が必要です。ロータリーは誰か一人がつくるものではなく、全員で

支え、育てていくものです。それぞれの経験や個性を活かしながら、ともに学び、ともに語り、ともに

奉仕する一年にしてまいりたいと思います。そして 2029 年、創立 70 周年を迎える時、「この数年間が

豊中ロータリークラブの新たな発展の礎となった」と誇れるよう、皆様と力を合わせて歩んでまいりま

す。一年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。



✑7 月 7 日の卓話✑

「新年度運営方針」

2026－27 年度 豊中 RC 副会長 眞下 節

2026-27 年度の副会長、クラブ奉仕委員長を務めさせていただくことになりました。どうかよろしくお願

いいたします。

ご存知のように現在、会員増強が当クラブだけでなく RI にとっても最重要課題となっています。2026-
27 年度の RI 会長を務められるオラインカ氏は「アフリカの会員増強の父」と称され、会員増強に対する

特別に強い情熱を持っておられ、アフリカ会員数を 10 年前 29,000 人から現在 48,000 人に増加させた実

績があります。

当クラブの武枝会長は、本年度は「つなぐ力で未来へ」をテーマに活動するとの方針を掲げられ、クラ

ブの未来を考える上で会員増強が極めて重要だと述べられて具体的に衛星クラブの創設を目指すとされて

います。副会長として会長の方針を微力ではありますが少しでも支えていければと思っています。衛星ク

ラブは最低 8 名で設立可能です。多分若い世代や女性が中心となって結成され、奉仕活動に特化するよう

なかたちになると思われます。豊中ロータリークラブはスポンサークラブとして支援していきますが、衛

星クラブの運営はあくまでも独立したものになります。お互いに刺激し合う形で活動することで両クラブ

が成長できれば素晴らしいと思います。

クラブ奉仕委員会は会員間の親睦と交流を深める活動を例年通り行います。例会は原則として月３回で

す。会員全員が例会にできるだけ出席することで、会員一体となって例会を盛り上げるようにしたいと思

います。また、本年度は豊中ロータリークラブの親クラブである池田ロータリークラブとの交流と連携を

進めていく予定です。ガバナー補佐訪問日は例会後にクラブ協議会を行います。さらに、春・クリスマス・

新年の家族会、創立記念日例会を開催し、秋と春のゴルフ懇親会も同様です。例会以外にも「トーク in さ

くら」や「新入会員を歓迎する会」などを開催し、会員同士の親睦を深め、クラブの活動について熱い議

論をしたいと思います。

✑7 月 7 日の卓話✑

「新年度運営方針」

2026－27 年度 豊中 RC 幹事 横田広司

ロータリーの心と実践の第 16 項（クラブの活動と委員会）1－2、幹事の役割に「クラブ幹事はクラブ

会長の方針に従い、会長と一体となってクラブの運営を推進して行くことが求められます。クラブの要と

して、クラブ内外の多彩な実務を担当することが幹事の役目です。」と記載されています。

豊中ロータリークラブの細則においてはさらに具体的に

１． 会員記録の整理保管（含む出席記録）

２． クラブの集会、理事会および委員会等諸会合の開催通知の発送ならびに議事録の作成・保管

３． 入会金、会費等の徴収並びに国際ロータリー及び地区資金の送金

４． その他通常幹事の職に付随する任務

と記載されています。

クラブの活動の資金の管理や事務方の仕事が中心になると思いますが、事務局の協力を得ながら一年間

取り組んでいく所存です。

武枝会長が今年度の運営方針に掲げた活動に全力で取り組んで行けるよう裏方としてバックアップしてま

いります。会員の皆さんのご協力をお願い致します。


